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（１）事業の目的と計画の概要

１．事業の概要   

・ 東名・新東名・圏央道とのアクセス強化
（広域ネットワークの形成）

・ 国道246号の交通混雑の緩和
・ 国道246号の交通安全性の向上
・ 沿線の経済活動支援及び物流の効率化

目 的

計画概要

厚木秦野道路
事 業 区 間

①厚木区間 ：自）神奈川県厚木市中依知

   至）神奈川県厚木市飯山

②伊勢原区間 ：自）神奈川県伊勢原市西富岡

   至）神奈川県伊勢原市善波

計 画 延 長
①厚木区間 ： 3.6ｋｍ
②伊勢原区間 ： 4.8ｋｍ
幅  員 ： 19.5m～20.5m
車  線 数 ： 4車線
計画交通量 ： 9,900～15,100台/日
事  業  化 ： ①伊勢原区間 平成10年度、
事  業  化 ： ②厚木区間   平成13年度
事  業  費 ： 約1,225億円（前回 約900億円）
完 成 年 度 ： 令和15年※1 （前回 令和9年度） 

厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井）

事 業 区 間

③秦野区間事 ：自）神奈川県伊勢原市善波

 ： 至）神奈川県秦野市西大竹
計 画 延 長 ： 5.2km
幅 員 ： 10.5m
車 線 数 ： 暫定2車線※2

計画交通量 ： 12,800台/日
事 業 化 ： 平成26年度
事 業 費 ： 約300億円（前回 約300億円）
完 成 年 度 ： 令和15年※1 （前回 令和9年度） 
※1 B/C算定上の完成年度

 本事業の開通時期は事業進捗の見込みが立った時点で公表
※2 用地4/4車線、工事2/4車線
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・厚木秦野道路は、国道246号の混雑緩和を図るとともに、東名高速道路、新東名高速道路、圏央道と相互に連絡する
ことにより、神奈川県の県央地域における広域ネットワークを形成を目的とした事業。

トンネル部土工部

（単位：ｍ）

高架部

①厚木区間
②伊勢原区間
（4車線）

③秦野区間
（暫定2車線）
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標準横断図
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①厚木区間②伊勢原区間

至 

東
京

③秦野区間

新東名高速道路

伊勢原市 厚木市

秦野市

松田町

海老名市

平塚市
茅ヶ崎市

藤沢市

綾瀬市

海老名JCT

海老名南JCT

秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

再評価対象区間
延長5.2㎞

再評価対象区間
延長3.6㎞

一体評価区間

至 

静
岡

平 面 図

国道246号バイパス厚木秦野道路 延長29.1km

圏央厚木 I C

129

412

246

246

厚木秦野道路

再評価
対象区間
延長4.8km

伊勢原北IC
（仮称）

厚木北IC
（仮称）

位 置 図

厚木秦野道路

246

計画交通量（台/日）

9,900台/日

12,800台/日

伊勢原
大山IC

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路

高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井) 事業名：厚木秦野道路

15,100台/日

い せ は ら       ぜ ん ば



①厚木区間②伊勢原区間③秦野区間

１） 事業の経緯

２．事業の進捗状況と見込み等
（１）事業の進捗状況

2

③秦野区間 ②伊勢原区間 ①厚木区間
平成 8年度 ： 都市計画決定 平成 8年度 ： 都市計画決定 平成 8年度 ： 都市計画決定

平成10年度 ： 事業化（伊勢原北IC～伊勢原西IC）
測量・地質説明会

平成12年度 ： 設計・用地説明会
平成13年度 ： 事業化（圏央厚木IC～厚木北IC）

平成14年度 ： 事業化（伊勢原市西富岡～伊勢原北IC）
用地買収着手

平成14年度 ： 測量・地質説明会

平成24年度 ： 圏央厚木IC開通
平成25年度 ： 埋蔵文化財調査着手 平成25年度 ： 設計・用地説明会

平成26年度 ： 事業化（伊勢原西IC～秦野中井IC）
測量・地質説明会

平成26年度 ： 工事着手（橋梁） 平成26年度 ： 用地買収着手

令和元年度 ： 工事着手（橋梁）
令和 2年度 ： 設計・用地説明会、用地買収着手 令和  2年度 ： 埋蔵文化財調査着手

令和 5年度 ： 工事着手（トンネル）

至 

東
京

伊勢原市

厚木市秦野市

海老名JCT
秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

至 

静
岡

圏央厚木 IC
伊勢原北IC

（仮称）

厚木北IC
（仮称）

伊勢原大山IC

中井町

平 面 図

海老名南JCT

至 八王子

至 茅ヶ崎

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道
主要地方道・県道
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工事 調査中 調査中

用地 調査中 調査中

２．事業の進捗状況と見込み等

・令和8年3月末時点で、用地進捗率は約86％であり、前回評価時から16ポイント進捗。

・厚木区間および伊勢原区間では用地取得及び詳細設計を推進するとともに、工事が一部完了。

・秦野区間は平成26年度に事業化し、平成27年度から路線測量及び地質調査に着手。

前回評価時以降の進捗状況

凡 例
工事完了・用地取得済み
工事中・用地取得中
工事未着手・用地未取得

２） 前回事業評価以降の主な整備状況
（１）事業の進捗状況

用地進捗率
８６％（全体）

用地進捗率
７０％（全体）

①厚木区間②伊勢原区間③秦野区間

平 面 図

3

工事 調査中 調査中

用地 調査中 調査中

鈴川橋

令和7年4月撮影至 東京

至 静岡

伊勢原第一トンネル

令和8年7月撮影至 東京

至 静岡

１

２

１

前回
評価時
（R3）

今回
評価時
（R8）

129

246

①厚木区間②伊勢原区間③秦野区間

246
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京
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岡
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海老名南JCT

秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原
JCT
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（仮称）
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（仮称）
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高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

2/4車線

2/4車線



２．事業の進捗状況と見込み等  

・国道246号現道は、厚木市内から秦野市内において、慢性的な交通渋滞が発生。
・交通事故は、渋滞等による追突が多く、死傷事故率が神奈川県平均を大きく上回る箇所も多い。
・厚木秦野道路の整備により交通の転換が見込まれ、国道246号の渋滞緩和および安全性向上が期待。

国道246号現道の交通状況（混雑状況・事故発生状況）

至 静岡

至 東京

１）国道246号現道の交通状況等
（２）社会情勢等の変化

厚木陸橋付近

国道246号の事故類型

国道246号の現地状況

善波トンネル付近

出典：交通事故データ（R3-R6） 出典：交通事故データ（R3-R6）

至 東京

至 静岡

4

伊勢原市

厚木市

秦野市

中井町

平塚市

新東名高速道路

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

出典：ETC2.0プローブデータ
(R7.4～R8.3平日)

至 

東
京

至 

静
岡

伊勢原市内（2車線） 厚木市内(2～6車線)秦野市内（2車線）

②伊勢原区間③秦野区間 ①厚木区間

神奈川県
直轄国道平均
84件/億台km

交通事故

死傷事故率

(件/億台km)

秦野中井IC

海老名市

0

旅行速度図
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旅行速度図
（下り）
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１

令和8年6月撮影

２

令和8年5月撮影

１ 伊勢原西IC
（仮称）

129

129

246

死傷事故率
神奈川県直轄国道平均死傷事故率

246

伊勢原北IC
（仮称）

２

上 

り

下 

り

伊勢原JCT

0～20km/h 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上

412

追突が約5割

300

400

500

200

100

0

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路

高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

主要渋滞箇所

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原大山IC



出典：NEXCO中日本

至 東京

至 静岡

秦野丹沢SIC（開通時状況）

２．事業の進捗状況と見込み等  

２）主な周辺環境の変化
（２）社会情勢等の変化

・令和4年4月16日に、新東名高速道路の伊勢原大山IC～新秦野IC区間が開通。
・同時に新秦野ＩＣと国道246号を接続するアクセス道路である国道246号秦野ＩＣ関連事業が開通。
・今後、新東名高速道路の全線開通に向けて、新秦野IC～新御殿場IC区間が建設中。

新東名高速道路（伊勢原大山IC～新秦野IC）および秦野ＩＣ関連事業の開通状況

至 

東
京

新東名高速道路
伊勢原市

厚木市

秦野市

松田町

大井町 中井町

海老名市

茅ヶ崎市

海老名JCT

海老名南JCT

寒川南IC

茅ヶ崎JCT

秦野中井IC

秦野丹沢SIC

厚木北IC
（仮称）

伊勢原JCT

御殿場市

小山町

開成町

南足柄市

小田原市

山北町

神奈川県

静岡県

至

裾
野
市

伊勢原大山IC

圏央厚木IC

129

412 246

246

新秦野IC

伊勢原大山IC

秦野丹沢SIC

5

平成8年06月：都市計画決定

平成30年1月：海老名南JCT～厚木南IC 開通

平成31年3月：厚木南IC～伊勢原JCT 開通

令和2年03月：伊勢原JCT～伊勢原大山IC 開通

令和3年04月：新御殿場IC～御殿場JCT 開通

令和4年04月：伊勢原大山IC～新秦野IC 開通

新東名高速道路の主な経緯

新東名高速道路
伊勢原大山IC～新秦野IC

令和4年4月16日開通

新東名高速道路
新秦野IC～新御殿場IC

建設中

出典：秦野市

至 静岡

至 東京

出典：横浜国道事務所

国道246号秦野IC関連事業

国道246号秦野ＩＣ関連事業
令和4年4月16日開通

１

２

１

２

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原西IC
（仮称）

＜管理区分＞
NEXCO中日本

横浜国道事務所

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

御殿場JCT

新御殿場IC



２．事業の進捗状況と見込み等

区
間

要 因 項目 事業変更内容（主な増額理由） 増 額

<

厚
木
区
間
・
伊
勢
原
区
間>

厚
木
秦
野
道
路

詳細な現地
状況を踏まえ
た計画変更

①-1 橋梁計画の変更
に伴う増加

• 詳細な地質状況を把握するためのボーリング調査を実施し、最適な下部工配置の
検討を行った結果、橋長、下部工位置、基礎形式等に変更が生じた。

約１５０億円

①-2 下部工の掘削方
式等の変更に伴う増加

• 詳細な地質状況を把握するためのボーリング調査の結果、地下水位が高いことが
認められ、掘削方式（オープン掘削から土留め掘削）に変更が生じた。

約３０億円

②-1 トンネル計画の変
更に伴う増加

• 詳細な地質状況を把握するために実施した追加ボーリング調査の結果、地山等級
に変更が生じ、トンネル支保パターンの変更、ならびに補助工法の追加が生じた。

約６５億円

②-2 建設発生土処理
よる増加

• 詳細な地質状況を把握するために実施した、地質調査及び土壌分析の結果、環境
基準を超過する自然由来の重金属等（クロム）が検出され、適切な処分が生じた。 

約５０億円

物価上昇

③ 埋蔵文化財調査単
価の増加

・埋蔵文化財調査の労務費の上昇が生じた。
・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある

約２９億円

④ 材料単価・労務費の
上昇等に伴う増加

・原材料費の高騰等に伴い、令和3年度に比べて材料単価・労務費の上昇が生じた。
・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。 

約１億円

合計 約３２５億円

■厚木秦野道路＜厚木区間・伊勢原区間＞
①-1橋梁計画の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１５０億円増額
①-2下部工の掘削方式の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約３０億円増額
②-1トンネル計画の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約６５億円増額
②-2建設発生土処理による増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約５０億円増額
③埋蔵文化財調査単価の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約２９億円増額
④材料単価・労務費の上昇等に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１億円増額

6

（３）事業の見込み等
    １）事業費増加の要因
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当初想定よりも、支持層が
深くなった

             
    
    
    
    
    
     
  

     
     
    
    
    

    
   

   
    
    

    

  

  
             
  
    
    
      
  
  

  
    
  
       
     
    
    
    
    

    
   

   

    
    
  

    
      

      

  
           

  
           

           
  

           
  

           
  

①-1 橋梁計画の変更に伴う増加（橋長、下部工位置、基礎形式等の変更）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約７０億円増額
・当初計画は、近傍の地質調査結果や文献を基に計画をしており、盛土＋橋梁（直接基礎）を想定していた。
・変更計画は、詳細な地質状況を把握するためのボーリング調査を実施した結果、事業化時に想定した地質状況とは異なる結果であった。
・広範囲に地盤改良が必要であることが確認されたため、橋梁形式へ見直しを実施し、最適な下部工配置の検討を行った結果、

下部工位置、基礎形式等に変更が生じた。

変更計画時ボーリング

荻野川橋P1橋脚部近傍地質調査結果

（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容①

精査中２．事業の進捗状況と見込み等

7

区間 対象橋梁

厚木
区間

・荻野川橋（代表事例）
・厚木バイパス橋

伊勢原
区間

・下沢山橋 (下り)

ボーリング調査比較

当初計画 変更計画

129

246 至 

東
京

至 

静
岡

伊勢原西IC
（仮称）

厚木北IC
（仮称） 圏央厚木IC②伊勢原区間③秦野区間

変更計画時
ボーリング

厚木BP橋
下沢山橋

拡大図位置図 ①厚木区間

至 

静
岡

至 

東
京

ボーリング柱状図
（代表例）

粘性土層
礫質土層

田名原礫層
粘性土層関東

ローム層

表土
・盛土

荻野川橋 L=234m

N値

橋長・下部工位置・基礎形式等変更

A1A2

荻野川橋 L=125m

当
初
計
画

変
更
計
画

地質調査の結果、軟弱地盤層が深いことが判明したため、
地盤改良が必要となった
⇒経済性・施工性の観点から、橋梁形式に計画を見直し

地質調査を実施
⇒直接基礎から杭基礎に変更

A2 P3 P2 P1 A1Φ1200
N=30本
L＝7.0m

Φ1200
N=20本
L＝10.0m

Φ1200
N=16本
L＝11.5m

Φ1200
N=16本
L＝7.5m

Φ1200
N=20本
L＝
10.0m

想定支持層

支持層

A2 P3 P1P2

A2

荻野川

至 

静
岡

至 

東
京

至 

静
岡

至 

静
岡

至 

東
京

至 

東
京

至 
静
岡

至 

東
京

直接基礎で計画

伊勢原JCT

海老名JCT

246

A2 P3 P2 P1
A1

【変
更
】支
持
層

秦野中井IC

表土・盛土

荻野川
【当
初
】想
定
支
持
層

当初計画時
ボーリング

荻野川橋

砂礫層

ローム層

伊勢原大山IC

伊勢原北IC
（仮称）



           

 

 

 

 

 

 

当
初
計
画

①-1 橋梁計画の変更に伴う増加（基礎形式の変更） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約８０億円増額
・当初計画は、近傍の地質調査結果や文献を基に計画をしており、下部工形式は直接基礎を想定していた。
・変更計画は、下部工位置における詳細な地質状況を把握するためのボーリング調査を実施した結果、推定支持層が想定よりも低い
  位置であったため、基礎形式の変更が必要となった。

（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容①

精査中２．事業の進捗状況と見込み等

区間 対象橋梁

厚木
区間

・中津川橋

伊勢原
区間

・長城高架橋(下り)（代表事例）
・鈴川橋(下り)

ボーリング調査比較長城高架橋の下部工・基礎形式の変更

当初計画 変更計画

変
更
計
画

軟弱地盤で支持層が深いため、
杭基礎に変更

至 

東
京

至 

静
岡

中津川橋

長城高架橋

鈴川橋

位置図

②伊勢原区間③秦野区間

下部工位置のジャスト
ボーリングの結果、
想定よりも支持層が深く、
基礎形式を変更

【当
初
】想
定
支
持
層

【変更】
支持層

当初計画時
ボーリング 変更計画時

ボーリング

長城高架橋P4近傍地質調査結果

至 

静
岡

至 

東
京

厚木北IC
（仮称）

伊勢原JCT伊勢原西IC
（仮称）

秦野中井IC 海老名JCT129

246

246

上り線

8

伊勢原大山IC

変更計画時ボーリング①厚木区間

1

2

3

4

5

6

9

10

11

12

13

14

7

8

15

16

19

20

21

22

17

18

0 10 20 30 40 50

A2

A1
P1P2

P3P4P5

ボーリング柱状図
（代表例）

           

  

    

    

    

    

 

    

 

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

     

  

    

    

    

    

    

    

    

           

  

           

  

           

  

           

  

           

  

           

  

  

           

  

           

           

  

           

  
           

至 

静
岡

至 

東
京

長城高架橋（下り線） L=220m

中部ローム層

粘性土層

下部ローム層 砂礫層

凝結岩砂礫層

崖錐堆積層

凝結岩

凝結岩

1

3

10

1

1

4

18

27

15
7

8

14

7

7

6

150

100

150

300

A2

A1
凝灰岩

至 

静
岡

至 

東
京

直接基礎で計画 P1P2P3P4
P5

長城高架橋（下り線） L=226m

支持層

想定支持層

P2P3P4

P5
N=8本
L＝5.5m

A2
N=4本
L＝5.5～7.0m

N=12本
L＝17.0m

N=12本
L＝19.5m

P1
N=12本
L＝19.0m

N=12本
L＝19.0m

A1

N=20本
L＝15.5m

凝灰質粘土

19
300

188

∞

拡大図

当初計画時
ボーリング

圏央厚木IC

伊勢原北IC
（仮称）



           

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

1

3

5

34
71

50403020100

1

2

3

4

5

6

9

10

7

8

50403020100

1

2

3

4

5

6

9

10

11

12

13

14

7

8

矢
板

矢
板

（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容①

精査中２．事業の進捗状況と見込み等

9

区間 対象橋梁

厚木
区間

・荻野川橋（代表事例）・中津川橋
・厚木バイパス橋

伊勢原
区間

・下沢山橋 (下り) ・長城高架橋(下り)
・鈴川橋(下り)

当初計画 変更計画

作業性に優れる
オープン掘削を予定

246

246

至 

東
京

至 

静
岡

位置図
②伊勢原区間③秦野区間

当初計画時
ボーリング

変更計画時
ボーリング

中津川橋

荻野川橋

厚木BP橋

荻野川橋の下部工の計画断面

下部工施工事例（土留め）

地下水位が高いこ
とが判明したため、
止水機能を持つ鋼
矢板による土留め
を実施

①-2 下部工の掘削方式の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約３０億円増額
・当初計画は、近傍箇所の地質調査結果や文献を基に、橋梁下部工をオープン掘削による施工を行う計画であった。
・変更計画は、詳細な地質状況を把握するためのボーリング調査の結果、地下水位が高いことが認められ、掘削方式（オープン掘削から
土留め掘削）に変更が生じた。

・さらに、矢板の支持地盤の中にはN値50以上の層が存在したことから、矢板施工時に硬質地盤への圧入が可能な工法へ見直した。

地下水位
位置

地下水位
位置

N値50以上の
硬い地盤にも
杭を圧入可能な
工法を採用

鋼矢板の施工事例

① 厚木区間

1

1

1

6

1

7
50

鈴川橋

海老名JCT
秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

厚木北IC
（仮称）

当初計画時ボーリング

変更計画時ボーリング

長城高架橋

下沢山橋

変更計画時
ボーリング

圏央厚木IC

１

２

２
１

当初計画時
ボーリング 伊勢原大山IC

伊勢原北IC
（仮称）



129

246

246

至 
東
京

至 

静
岡

位置図
②伊勢原区間③秦野区間

伊勢原第一
トンネル

伊勢原第一トンネル下り線 L=422m

DL=60

80
90

100
110
120

140
150

130

70

火山灰層

ローム層
ローム層

火山礫凝灰岩

強風化部

新鮮部

風化部

２．事業の進捗状況と見込み等
（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容②
②-1 トンネル計画の変更に伴う増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約６５億円増額
・当初計画は、既往文献や近傍の地質調査を基に、標準的な支保パターンを計画していた。

・変更計画は、詳細な地質状況を把握するために実施した追加ボーリング調査や弾性波探査の結果、地山等級に変更が生じ、トンネル
支保パターンの変更、ならびに補助工法の追加が生じた。

10

伊勢原第一トンネル下り線

変更計画
支保パターン

当初計画
支保パターン

ＤⅠ ＤⅢＤⅢ ＤⅠ ＣⅡ

ⅭⅡ

変
更
計
画

当
初
計
画

凝灰岩

火山礫岩

増しロックボルト
吹付けコンクリート
t = 250

覆工コンクリート
t = 3 50

増しロックボルト
L=4000

インバートコンクリート
 t = 500

長尺鋼管フォアパイリング（ＡＧＦ工法）
Φ114.3 L-13.5
n=27本

長尺鏡ボルト
Φ76.3 L=13.5
n=18本

【変更計画（DⅢ）】

吹付けコンクリート
t = 100

覆工コンクリート
t = 300

ロックボルト
L = 3000

金 網
φ 5×150×150

【当初計画（CⅡ）】

鏡ボルト

CⅡ
421.4m

CⅡ
45.0m

DⅠ
186.0m

DⅢ
190.4m

坑門
0.6m

坑門
0.6m

当初

計画

変更

計画

延長（ｍ）

CⅡ DⅠ DⅢ 坑門

0 100 200 300 400 500

対象トンネル

伊勢原第一
トンネル（上下）

追加ボーリング調査による支保パターンの変更

①厚木区間

海老名JCT

秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

厚木北IC
（仮称）

海老名南JCT

圏央厚木IC

伊勢原大山IC

伊勢原北IC
（仮称）



伊勢原第一トンネル重金属の想定量
伊勢原第一トンネル上り線 L=459m

Lm3 新規段丘堆積物
(上部ローム)

Lm2 新規段丘堆積物
(中部ローム)

Yaw1

Yaw1 火山礫凝灰岩（風化部）

Yaw2 火山礫凝灰岩（強風化部）

Yaw2

Ya 火山礫凝灰岩（新鮮部）

Lm2

２．事業の進捗状況と見込み等
（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容②
②-2 建設発生土処理による増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約５０億円増額
・当初計画は、重金属（六価クロム）を含む土砂処分費等は計上していなかったが、平成23年7月に土壌汚染対策法が改正され、

自然由来の汚染土壌についても搬出・処理規制の対象となった。

・詳細な地質調査及び土壌分析の結果、環境基準を超過する自然由来の重金属等（六価クロム）が検出されたことから、要対策土に

対して処分が必要となった。

11

※要対策土とは、基準値を超過する建設発生土のことを指す

分析
項目

検出濃度
（最大値）

基準値

六価
クロム

0.10㎎/l 0.05㎎/l以下

対象トンネル

伊勢原
第一トンネル

（上下）

土壌溶出量試験結果

想定される要対策土量※

対象 土量
想定される
要対策土量

伊勢原第一
トンネル（上下）

8.0万㎥ 約3.3万㎥

重金属発生
可能性あり

地質状況

伊勢原西IC
（仮称）

厚木北IC
（仮称）

秦野中井IC

①厚木区間②伊勢原区間③秦野区間

圏央厚木IC

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原第一
トンネル

出典：産総研地質調査総合センターウェブサイト



1.16 

1.24 

1.00 

1.20 

1.39 

1.35 

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

R3 R4 R5 R6 R7

発掘担当者（主任） 発掘担当者（副主任） 発掘作業員

調査補助員 整理作業員 出典 ：神奈川県

２．事業の進捗状況と見込み等
（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容③
③埋蔵文化財調査単価の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約２９億円増額
・当該地域は、火山堆積物が多く、埋蔵文化財包蔵地並びに遺物の出土が多い地域。

・令和3年度に比べて、埋蔵文化財発掘調査に伴う労務費の単価が上昇。

・今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

■埋蔵文化財発掘調査に伴う労務単価の伸び率 （R3年度を基準に算出）

12

出土物の写真

鎌倉～戦国時代(中世）の地層

奈良・平安時代の地層
弥生時代～

古墳時代の地層
弥生時代後期の
竪穴住居跡

令和8年6月撮影

１

２ 埋蔵文化財における掘削状況（伊勢原区間）

３ 出土した遺物（木製梯子）

出典 ：神奈川県教育委員会所蔵

埋蔵文化財調査状況（伊勢原区間）

調査補助員

整理作業員

発掘担当者
（主任）

発掘作業員

発掘担当者
（副主任）

善波宮ノ下遺跡 上粕屋和田内下遺跡



1.24 

1.25 

1.34 

1.00 

1.35 

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

1.30

1.35
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普通作業員 運転手（一般）

土木一般世話役 交通誘導警備員B

運転手（一般）

交通誘導警備員

土木一般世話役

普通作業員

出典 ： 公共労務費単価※

※ 適用：神奈川県

２．事業の進捗状況と見込み等
（３）事業の見込み等
    ２）事業費変更の内容④
④材料単価・労務費の上昇等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約１億円増額

•原材料費の高騰等に伴い、令和3年度に比べて材料単価・労務費が上昇。

•今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

■建設資機材単価の伸び率（R3.4を基準に算出） ■労務単価の伸び率（R3.4を基準に算出）

出典： （一財）建設物価調査会および（一財）経済調査会による材料費の平均上昇率※

※適用：神奈川県
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上粕屋・秋山遺跡調査

厚木BP橋下部工

至 東京

至 静岡

至 東京

至 静岡

１

令和8年3月撮影

２
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③秦野区間

至 

東
京

至 

静
岡

海老名JCT

海老名南JCT

秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

圏央厚木IC

伊勢原北IC
（仮称）

厚木北IC
（仮称）

新東名高速道路

東名高速道路

秦野市

厚木市

伊勢原市

中井町

伊勢原大山IC

129

246

246

③秦野区間

・用地取得率 ３７％
・埋蔵文化財 ０％
・事業費 ３００億円

①厚木区間・②伊勢原区間

・用地取得率 ９４％
・埋蔵文化財 ５３％
・事業費 １,２２５億円

※令和8年3月末時点

１

２

２．事業の進捗状況と見込み等

■①厚木区間・②伊勢原区間
・厚木区間・伊勢原区間は、圏央道や新東名高速道路の事業進捗に併せて用地取得に着手し、用地進捗率は約94％（令和8年3月末）。
・現在は調査設計、環境調査、水文調査、埋蔵文化財調査を実施しているほか、平成26年度から工事着手しており、土工、トンネル、橋梁
下部工・上部工等を実施中。

・用地買収に時間を要しているが、引き続き早期完成を目指して用地取得、調査・設計、工事を推進。

■③秦野区間
・秦野区間は、平成26年度に事業化し、平成27年度から路線測量、地質調査、用地取得に着手し、用地進捗率は約37％（令和8年3月末）。
現在は、調査設計、環境調査、水文調査を実施中。今年度から新たな地区で用地買収に着手予定。

・一部地区での調整（機能補償道路等）に時間を要しているが、引き続き早期完成を目指し、用地取得、調査、設計を推進。

■①厚木区間・②伊勢原区間及び③秦野区間
・今後詳細に橋梁やトンネルの構造等を設計していくことから、引続き事業費の精査が必要であり、徹底したコスト縮減対策を講じていく。

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路

（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

令和8年3月撮影 14

（３）事業の見込み等
    ３）事業進捗見込みの視点



３．事業の投資効果
（１）沿線地域の日常生活の利便性向上

・厚木市・伊勢原市・秦野市の沿線3市内での通勤割合は6割以上を占めており、東西方向の結びつきが強い地域。
・一方、沿線3市を結ぶ国道246号には主要渋滞箇所が多数点在するなど、通勤に要する時間や負担の改善が必要。
・厚木秦野道路の整備により、通勤に要する時間の短縮や負担軽減が期待でき、日常生活の利便性向上に寄与。
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沿線3市の通勤状況

秦野・伊勢原発の通勤トリップ割合

秦野市発 伊勢原市発

トリップ数
32,306

厚木市
16.3%

平塚市
13.8%

その他
神奈川県内

46.7%

大井町 1.5%

伊勢原市
13.7%

中井町
6.1%

松田町 1.8%

厚木市
37.0%トリップ数

24,231

秦野市
9.3%

平塚市
13.0%

その他
神奈川県内

31.9%

海老名市 5.2%
座間市 1.7%松田町 0.6%

中井町0.7%

清川村 0.3%

大井町 0.3%

■厚木市 ■伊勢原市 ■秦野市 ■ 塚市 ■海老名市
■座間市 ■中井町 ■清川村 ■松田町 ■大井町 ■その他神奈川県内

沿線3市内 64.1%
（厚木市・伊勢原市・秦野市）

その他
神奈川県内

27.0%
トリップ数
237,566

県外
8.9%

出典：R2国勢調査（15歳以上の通勤・通学者を対象に集計）

出典：R2国勢調査（15歳以上の通勤・通学者を対象に集計）

沿線3市内での通勤割合
が6割以上を占める

厚木市への
通勤が最多

厚木市への
通勤が最多

清川村 0.1%

厚木秦野道路沿線3市における通勤時間の改善

出典：R3全国道路・街路交通情勢調査
（混雑時旅行速度を使用）
 厚木秦野道路は設計速度80km/hを使用 

至 

東
京

至 

静
岡

秦野市役所
国道246号
利用ルート

伊勢原市

厚木市

秦野市

中井町

246

246

東名高速道路

新東名高速道路

412

129

・国道246号の朝夕ピーク時は渋滞のため、通常の2倍
の時間かかり、負担となっています。

・厚木秦野道路には、通勤時間の短縮を期待しています。

・朝と夕方の通勤時間帯は、渋滞するため時間に余裕を
持って家を出発しないと不安です。

・厚木秦野道路が整備されると計画を立てやすく、時間
に余裕をもって行動できるようになるため、疲れが軽
減できるととても助かります。

（R8.8Webアンケート調査）

国道246号の利用者の声
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国道246号
利用ルート

厚木秦野道路
利用ルート

約12分短縮

所要時間の変化
（秦野市役所→厚木市役所）

54分
66分

厚木市役所

【利用者】

【利用者】

15

平塚市

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井)

事業名：厚木秦野道路

②伊勢原区間

厚木秦野道路
利用ルート

①厚木区間
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３．事業の投資効果
（２）企業誘致の支援

・東名・新東名高速道路、圏央道による高速ネットワークを背景に、厚木秦野道路沿線3市は工場立地が活発な地域。
・今後の新たな工場立地の受け皿として、土地区画整理事業及び新市街地ゾーンの開発が進行中。
・厚木秦野道路の整備による高速ネットワークのさらなる強化により、企業誘致を支援。

16
出典：かながわの土地区画整理事業（R8.6）
出典：工場立地動向調査（H10～R5）

厚木秦野道路沿線の土地区画整理事業

③秦野区間

事業化区間 延長13.6km一体評価区間
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東
京

東名高速道路
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岡

①厚木区間
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秦野中井IC南
土地区画整理事業

伊勢原大山IC
土地区画整理事業

伊勢原市

秦野市

厚木市

出典：かながわの土地区画整理事業（R8.6）

秦野中井IC南土地区画整理事業 伊勢原大山IC土地区画整理事業
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令和5年1月撮影 令和7年4月撮影
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中井町

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

進出企業・工場
(H10～R5)
土地区画整理事業

新市街地ゾーン
（産業系）

伊勢原大山IC

南部産業拠点
（片平地区）

三ノ宮中初川周辺地区

長谷地区

玉川地区

・（仮称）厚木北ICの整備により、高速道路へのアクセ
ス性の向上と、新市街地ゾーンにおける産業用地の確保
を組み合わせることが可能です。

・製造業、研究開発施設、物流施設等の企業立地や新たな
開発需要を促進し、厚木市の地域産業の活性化につなが
ることを期待している。    （R8.8ヒアリング調査）

・厚木秦野道路が整備されることで、高速道路ネット
ワークの利便性向上など企業活動を行う上で秦野市の

   魅力向上につながることを期待している。
・厚木秦野道路の事業の進捗に伴い、企業からの関心は

高まると想定されるため、企業誘致に与える影響・効果
は大きいと考えている。 （R8.8ヒアリング調査）

精査中

0
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60

「伊勢原北IC

～伊勢原西IC」

事業化

「圏央厚木IC

～厚木北IC」

事業化

48

31

29

14

8

「伊勢原西IC

～秦野中井IC」

事業化

「伊勢原市西富岡

～伊勢原北IC」

事業化

秦野IC関連事業化

工場立地件数の推移

出典：工場立地動向調査（H10～R5）

秦野市 厚木市 神奈川県 均

伊勢原市 中井町

地元自治体の声

県平均

中井町

伊勢原市

厚木市

秦野市

【自治体職員】

工
場
の
立
地
件
数
（件
）

【自治体職員】

沿線3市の工場立地件数は県平均

（全市町村の平均）の約2～3倍
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出発 到着

３．事業の投資効果
（３）沿線企業活動の支援

精査中３．事業の投資効果

17

出典：農林水産省 令和6年市町村別農業産出額（推計）

神奈川県の生乳生産額内訳

伊勢原市
30.6%

平塚市
24.9%

秦野市
20.6%

横浜市
8.6%

相模原市
15.3%

生乳生産額
20.9億円

※秘匿措置等により
公表されていない数
値は除外して集計

・厚木秦野道路沿線地域である伊勢原市・秦野市は、県内有数の生乳生産地。
・横浜市方面へ学校給食用の牛乳を配送しているため、遅延が許されずドライバーへの負担が大きい状況。
・厚木秦野道路の整備により、配送ルートの選択肢が増えることに伴う到着遅延リスクが低減し、企業活動を支援。

厚木秦野道路沿線地域における乳製品配送経路

圏央厚木IC

現況配送ルート
（東名高速道路利用）

地元製造業者の声

現況配送ルート
（東名高速道路利用）

突発的な渋滞を
回避できない

渋滞を回避した
配送が可能

厚木秦野道路整備後の配送イメージ

厚木秦野道路配送ルート
（新東名高速道路経由）

③秦野区間

①厚木区間

厚木秦野道路配送ルート
（新東名高速道路経由）
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【乳製品製造業者】

秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原北IC
（仮称）

厚木北IC
（仮称）

海老名JCT

海老名南JCT伊勢原JCT新東名高速道路

・渋滞の影響により、過去には横浜市
方面の学校給食用牛乳の輸送が間に
合わず、欠品となったことがあります。

・学校給食用牛乳は輸送が遅れるわけ
にはいかないため、なんとか間に合う
よう、ドライバーへの負担が大きく
なっている状況です。

・厚木秦野道路の整備により、渋滞時
における配送経路の選択肢が増加し、
到着遅延リスクの低減に期待しています。

         （R8.8ヒアリング調査）
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（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
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国道

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井)

事業名：厚木秦野道路

伊勢原市・
秦野市は
生乳生産額
が県内上位
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一体評価区間 事業化区間 延長13.6km

東海大学医学部付属病院
から30分圏域でカバー可能な

秦野市の人口が約２倍に拡大

秦野市役所

第三次医療機関
（東海大学医学部付属病院）
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３．事業の投資効果  
（４）救急活動の支援

・東海大学医学部付属病院は、県央・県西地域の救急医療を支える重要な拠点として位置づけ。

・秦野市における管外搬送は、東海大学医学部付属病院への搬送が約2割。

・東海大学医学部付属病院への主な搬送ルートである国道246号は、混雑に伴う円滑な搬送に課題。

・厚木秦野道路の整備により、東海大学医学部付属病院へのアクセスが向上し、救急活動を支援。

秦野市から東海大学医学部付属病院の救急搬送

出典：令和3年 全国道路・街路交通情勢調査を使用して算出
厚木秦野道路は設計速度80km/hを使用 

30分

40分

所
要
時
間
（分
）

秦野市役所から東海大学医学部付属病院
までの搬送時間の変化

厚木秦野道路
利用ルート

一般道
利用ルート

・管外搬送の半数以上を東海大学医学部
付属病院へ搬送しており、その主な搬送
経路として国道246号を利用しています。

・国道246号の朝夕のピーク時は交通量
が多く、救急搬送に時間を要する場合が
あります。

・厚木秦野道路の整備により、現場到着
時間や搬送時間、帰署時間の短縮につな
がることを期待しています。

（R8.8ヒアリング調査）

消防関係者の声

出典：令和3年 全国道路・街路交通情勢調査を使用して算出
厚木秦野道路は設計速度80km/hを使用

※混雑度は、ルート上のセンサス対象区間を対象に、
 混雑度1.25以上の区間延長割合を算出

秦野市消防本部・消防署の搬送割合

18.9%

14.6%

66.5%

33.5%

搬送人員
9,682人/年

東海大学
医学部付属病院

東海大学医学部
付属病院以外管外搬送

管内搬送

出典：秦野市消防本部・消防署（R7年実績）

一般道利用ルートの方が
混雑する区間を通過する
割合が高い

【消防隊員】

69%

29%

混
雑
度
が
高
い
区
間
の
延
長
割
合※

海老名JCT

海老名南JCT

伊勢原JCT

厚木北IC
（仮称）

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原大山IC

246

秦野中井IC

秦野市

中井町

伊勢原市

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）
IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

事業中区間

調査中区間

第三次救急医療機関
からの30分カバー圏域

厚木秦野道路整備あり

厚木秦野道路整備なし

伊勢原西IC
（仮称）

圏央厚木IC

18

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井)

事業名：厚木秦野道路
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だ
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野
市
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市
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県道への迂回ルートの
交通量・混雑度の変化

３．事業の投資効果
（５）防災機能の強化
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・厚木秦野道路と並行する国道246号には3箇所の要対策箇所があり、そのうち2箇所が伊勢原市善波に集中。
・令和6年8月台風第10号の影響により、国道246号新善波トンネル伊勢原側坑口付近で法面崩落が発生。
・国道246号では約10日間の通行止めが発生し、迂回路では混雑が発生。
・厚木秦野道路の整備により、信頼性の高い代替路が形成され、災害発生時のリダンダンシー確保に寄与。

平塚市

寒川町

茅ヶ崎市

至 

東
京
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厚木市

秦野市
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静
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寒川南IC
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寒川北IC

新東名高速道路
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事業化区間 延長13.6km一体評価区間

③秦野区間

246

国道246号新善波トンネル厚木側坑口付近での法面崩落

伊勢原市役所

秦野市役所

県道への
迂回ルート

0

10

20

30

40

50

60

迂回ルート 厚木秦野ルート
出典：ETC2.0プローブデータ(通行止め時 R6.9.1～9.7）

  秦野市役所⇔伊勢原市役所の所要時間を算出

27分

48分

出典：警察トラカン(通常時 R6.10、通行止め時 R6.9.1～9.7）

※混雑度は、令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
 より交通容量を設定したうえで算出

交
通
量
（台
／
日
）

混
雑
度

20,442

25,576

所
要
時
間
（分
）

※厚木秦野道路は設計速度80km/hを用いて算出

※

ルート別の所要時間の比較

交通量・混雑度
算出断面

海老名JCT

海老名南JCT

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

厚木北IC
（仮称）

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原大山IC

秦野中井IC

厚木秦野道路
利用ルート

通常時 通行止め時

中井町

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

要対策箇所

発災直後の状況

圏央厚木IC

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井)

事業名：厚木秦野道路

R6/8/30 7:06
法面崩落発生
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市
八
沢
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だ

の

し

は

っ
さ

わ



３．事業の投資効果

調査中区間
事業中区間
③秦野区間
延長5.2km

事業中区間
②伊勢原区間
延長4.8km

調査中区間
事業中区間
①厚木区間
延長3.6km

B/C EIRR

一体評価区間
（事業全体） 〇 1.1 4.3％

一体評価区間
（残事業） 〇 3.4 13.7％

※ ルートや構造を検討中のため費用便益分析から除く

（６）広域ネットワークでの費用便益分析
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再評価対象区間
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一体評価区間

再評価
対象区間
延長5.2km

③秦野区間

246

新東名高速道路

海老名JCT

海老名南JCT

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

圏央厚木IC

厚木北IC
（仮称）

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原大山IC

秦野中井IC

至 

東
京

伊勢原市

厚木市

秦野市

至 

静
岡

事業中区間

調査中区間

凡 例

高規格道路
高規格道路
（事業中区間）

IC・JCT（事業中）
IC・JCT（供用中）
国道

事業名：厚木秦野道路
(伊勢原西～秦野中井)

事業名：厚木秦野道路

国道246号バイパス厚木秦野道路 延長29.1km

※ ※



■総便益(B)
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上

１）計算条件

３．事業の投資効果
（７）費用便益分析（一体評価）

〔今回〕  〔前回〕
・基準年次

・分析対象期間

・算出マニュアル

・基礎データ

・交通量の推計年次

・計画交通量

・事業費

・総便益（B）

・総費用（C）

・費用便益比(B/C)

：令和3年度

：供用後50年間

：平成30年2月

：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和12(2030)年度

： 9,800～11,800 （台/日）

：約1,200億円

：約1,493億円（約4,166億円）

：約1,284億円（約1,346億円） 

：1.2

注1）便益・費用について、()内の値は基準年次における現在価値化前を示す。

21

【参考】

・費用便益比（B/C）：1.8 （社会的割引率2％）

・費用便益比（B/C）：2.4 （社会的割引率1％）

：令和8年度

：供用後50年間

：令和7年8月

：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和22(2040)年度

：9,900～15,100（台/日）

：約1,525億円

：約1,999億円（約5,769億円）

：約1,850億円（約1,627億円）

：1.1



３．事業の投資効果

２） 事業全体（一体評価）

３） 残事業（一体評価）

注1）便益・費用については、令和8（2026）年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、（ ）内の値は基準年次における現
在価値化前を示す値である。 

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、厚木区間・伊勢原区間、秦野区間は令和15（2033）年度（前回：令和9（2027）年度）である。本事
業の開通時期は事業進捗の見込みが立った時点で公表する。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注4）感度分析については、交通量・事業費は±10%、事業期間は±20%としている。
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便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）1,704億円 244億円 50億円
1,999億円

（約5,769億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.1
1,781億円 69億円

1,850億円
（約1,627億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 0.7 1.5

事業費 1.1 1.1

事業期間 (1.2) (0.99)

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）1,704億円 244億円 50億円
1,999億円

（約5,769億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

3.4
514億円 69億円

583億円
（約815億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 2.2 4.6

事業費 3.8 3.2

事業期間 (3.5) (3.2)



３．事業の投資効果
（８）費用便益分析（①厚木区間・②伊勢原区間）

〔今回〕  〔前回〕
・基準年次

・分析対象期間

・算出マニュアル

・基礎データ

・交通量の推計年次

・計画交通量

・事業費

・総便益（B）

・総費用（C）

・費用便益比(B/C)

：令和3年度

：供用後50年間

：平成30年2月

：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和12(2030)年度

：10,200～11,800 （台/日）

：約900億円

：約1,219億円（約3,408億円）

：約1,026億円（約1,004億円） 

：1.2

■総便益(B)
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上

１）計算条件

注1）便益・費用について、()内の値は基準年次における現在価値化前を示す。
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【参考】

・費用便益比（B/C）：1.6 （社会的割引率2％）

・費用便益比（B/C）：2.2（社会的割引率1％）

：令和8年度

：供用後50年間

：令和7年8月

：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和22(2040)年度

：9,900～15,100（台/日）

：約1,225億円

：約1,499億円（約4,331億円）

：約1,573億円（約1,290億円）

：0.95



３．事業の投資効果

２） 事業全体（①厚木区間・②伊勢原区間）

３） 残事業（①厚木区間・②伊勢原区間）

注1）便益・費用については、令和8（2026）年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、（ ）内の値は基準年次における現
在価値化前を示す値である。 

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、令和15（2033）年度（前回：令和9（2027）年度）である。本事業の開通時期は事業進捗の見込みが
立った時点で公表する。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注4）感度分析については、交通量・事業費は±10%、事業期間は±20%としている。
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便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）1,237億円 213億円 49億円
1,499億円

（約4,331億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

0.95
1,525億円 49億円

1,573億円
（約1,290億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 0.5 1.4

事業費 0.97 0.9

事業期間 （1.03） (0.9)

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）1,237億円 213億円 49億円
1,499億円

（約4,331億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

3.9
333億円 49億円

382億円
（約541億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 1.9 5.9

事業費 4.3 3.6

事業期間 (4.1) (3.6)



３．事業の投資効果
（９）費用便益分析（③秦野区間）

〔今回〕  〔前回〕
・基準年次

・分析対象期間

・算出マニュアル

・基礎データ

・交通量の推計年次

・計画交通量

・事業費

・総便益（B）

・総費用（C）

・費用便益比(B/C)

：令和3年度

：供用後50年間

：平成30年2月

：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和12(2030)年度

： 9,800 （台/日）

：約300億円

：約538億円（約1,500億円）

：約258億円（約342億円） 

：2.1

■総便益(B)
道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき3便益を計上
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（C）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上

１）計算条件

注1）便益・費用について、()内の値は基準年次における現在価値化前を示す。
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：令和8年度

：供用後50年間

：令和7年8月

：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査

：令和22(2040)年度

：12,800（台/日）

：約300億円

：約749億円（約2,139億円）

：約277億円（約337億円）

：2.7

【参考】

・費用便益比（B/C）：4.1（社会的割引率2％）

・費用便益比（B/C）：5.2 （社会的割引率1％）



３．事業の投資効果

２） 事業全体（③秦野区間）

３） 残事業（③秦野区間）

注1）便益・費用については、令和8（2026）年度を基準年度とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、（ ）内の値は基準年次における現
在価値化前を示す値である。 

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は、令和15（2033）年度（前回：令和9（2027）年度）である。本事業の開通時期は事業進捗の見込みが
立った時点で公表する。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注4）感度分析については、交通量・事業費は±10%、事業期間は±20%としている。
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便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）590億円 133億円 26億円
749億円

（約2,139億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

2.7
257億円 20億円

277億円
（約337億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 2.0 3.5

事業費 2.9 2.5

事業期間 （2.8） （2.5）

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用

便益比

（Ｂ／Ｃ）590億円 133億円 26億円
749億円

（約2,139億円）

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

3.7
181億円 20億円

201億円
（約274億円）

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 2.7 4.9

事業費 4.1 3.4

事業期間 （3.9） （3.4）



３．事業の投資効果
（１０）事業の投資効果のまとめ（一体評価）

項目 事業全体 残事業

費用

事業費 1,781億円 514億円

維持管理費 69億円 69億円

総費用(C) 1,850億円 583億円

便益

走行時間短縮便益 1,704億円 1,704億円

走行経費減少便益 244億円 244億円

交通事故減少便益 50億円 50億円

総便益(B) 1,999億円 1,999億円

B/C 1.1 3.4

コスト縮減 跨道橋の集約により約3.5億円縮減
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主な
その他の効果

時間信頼性向上便益 走行時間のばらつきが縮小（193億円）

CO２排出量削減便益 走行速度が改善し、CO2排出量が削減（6.9億円）

NOx排出量削減便益 走行速度が改善し、NOx排出量が削減（21億円）

騒音低減便益 周辺地区の騒音が低減（17億円）

沿線地域の日常生活の利便性向上 通勤に要する時間の短縮や負担軽減により、日常生活の通勤利便性向上に寄与

企業誘致の支援 高速ネットワークの強化により、企業誘致を支援

沿線企業活動の支援 配送ルートの選択肢増加に伴う到着遅延リスク低減により、企業活動を支援

救急活動の支援 東海大学医学部付属病院へのアクセス向上により、救急医療活動を支援

防災機能の強化 信頼性の高い代替路形成により、災害発生時のリダンダンシー確保に寄与



４．事業手法や事業計画・コスト縮減等の視点 
（１）コスト縮減の取り組み
跨道橋の集約・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 約３．５億円縮減

・伊勢原区間の上粕屋地区では、市道の機能確保を目的に、当初2橋の跨道橋を計画していた。

・関係機関及び地元との協議・調整の結果、跨道橋2橋を1橋に集約し、約3.5億円のコスト縮減となった。
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当初計画 変更計画

246246
至 

東
京

至 

静
岡

②伊勢原区間③秦野区間

①厚木区間

海老名JCT秦野中井IC

伊勢原西IC
（仮称）

伊勢原JCT

伊勢原北IC
（仮称）

伊勢原大山IC

圏央厚木 I C

厚木北IC
（仮称）

位置図

厚木秦野道路

新
東
名
高
速
道
路

市
道

市
道

県道612号

至 

東
京

至 

静
岡

集約 集約

厚木秦野道路

市
道

市
道

跨
道
橋

至 

東
京

至 

静
岡

伊勢原北IC
（仮称）

新
東
名
高
速
道
路

伊勢原北IC
（仮称）

県道603号

１ 伊勢原区間 上粕屋地区

県
道
611
号

県
道
611
号

県道612号 県道603号

跨
道
橋

跨
道
橋

跨
道
橋

跨
道
橋

：機能補償道路

：県道・市道

：国道・高速道路

立原交差点

跨道橋

立原交差点
厚木秦野道路

予定地

至 東京

至 

静
岡

市道

市道

令和8年4月撮影

伊勢原第一トンネル伊勢原第一トンネル

１

新東名高速道路

：機能補償道路

：県道・市道

：国道・高速道路



５．関連自治体等の意見

（神奈川県知事の意見）

厚木秦野道路は、新東名高速道路や圏央道等と一体となって、広域的な幹線道路網を形成し、国道246号の混雑
緩和、地域の活性化、災害対応力の強化など、成長投資と危機管理投資の両面から、非常に整備効果が高い重要な
路線であり、整備に寄せられる県民や企業、沿線市町村からの期待も大変大きい。

 沿線では、厚木秦野道路の開通に期待し、土地区画整理事業などが進められ、新たな企業が進出し、既に操業を開
始している。また、県や市では、インターチェンジアクセス道路の整備に取り組んでおり、民間と行政が一体となった機
運の醸成が図られている。県は、円滑な事業推進に向け、引き続き、沿線市町村とともに、埋蔵文化財調査にかかる
調整など、必要な事業協力を展開していくので、コスト縮減に努めつつ、事業化区間の早期整備を図るとともに、未事
業化区間について、段階的な事業化も考慮のうえ、早期に事業化を図られたい。

■厚木秦野道路、厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井）

（１）神奈川県からの意見
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■厚木秦野道路
■厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井）

６．今後の対応方針（原案）

・通勤に要する時間の短縮や負担軽減が図られ、日常生活の利便性向上に寄与。
・高速ネットワークのさらなる強化により、企業誘致を支援。 
・配送経路の選択肢が増えることに伴う到着遅延リスクが低減し、企業活動を支援。 
・第三次医療機関へのアクセスが向上し、救急活動を支援。
・信頼性の高い代替路が形成され、災害発生時のリダンダンシー確保に寄与。 
・費用対効果（B／C)は1.1。各事業における個別の費用便益比（B/C)は以下の通り。

厚木秦野道路：0.95、厚木秦野道路（伊勢原西～秦野中井）：2.7

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

（１）事業の必要性等に関する視点

（２）事業進捗の見込みの視点

（４）対応方針（原案）

・平成8年度に都市計画決定。
・事業進捗及び用地進捗率（令和8年3月時点）は以下の通り。
 ①厚木区間 ：平成13年度に事業化。改良工事を実施中（平成26年度工事着手）
 ②伊勢原区間：平成10年度に事業化、改良工事・トンネル工事を実施中（令和元年度工事着手）。

③秦野区間  ： 平成26年度に事業化。用地買収を推進中。
・引き続き早期完成を目指し、用地取得、調査、設計、工事の推進を図る。

跨道橋の集約により約3.5億円縮減。

・事業継続とする。
・厚木秦野道路は、広域ネットワークの形成、並行する国道246号の交通混雑の緩和や交通安全性の向上、沿線の
経済活動支援、物流効率化の観点から事業の必要性・重要性は高く、早期の効果発現を図ることが妥当と考える。
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